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あるクラスの休憩時間の様子から「いじめ」の可能性を考える 

 

平成３０年１月 

鳥取県教育委員会 
 



は じ め に 

 

 

子どもたちにとって安全・安心な場であるべき学校で、いじめは決して許されないことであり、あっ

てはならないことです。しかし、現実にはいじめを苦にして自ら命を絶つという痛ましい事件がおきる

など、多くの子どもたちがいじめに苦しみ、悩んでいます。 

 

 いじめは、いじめを受けた児童生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び

人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせるおそれがあ

るものです。 

 

 国は、平成２５年に「いじめ防止対策推進法」を制定し、いじめの防止、いじめの早期発見及びいじ

めへの対処のための対策を総合的かつ効果的に推進するために、基本的方針を策定しました。また、平

成２９年には基本的方針を改訂し、「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」を策定しました。 

県、市町村、各学校においても、国の基本的方針を受けて、「いじめの防止等のための基本的な方針」

を改定し、より一層いじめ問題への取組の強化を図っています。 

 

いじめはどの子にも、どの学校においても起こりうるものであること、また、誰もが加害者にも被害

者にもなりうるものであることを十分認識し、学校・家庭・地域が連携していじめの防止に取り組むこ

とが求められています。 

 

 県教育委員会人権教育課では、学校・家庭・地域が連携して、いじめの防止等のための効果的な

取組(学習)を行っていただくため、平成２７年度から３年間「地域と共に創るとっとり人権教育事

業」を実施し、県内協力校５校とそのＰＴＡにおいて研究実践を行い、その成果を人権教育プログ

ラム集として県内に普及させるという取組を進めてきました。 

  

このたびは、平成２９年度（３年目）に作成した、いじめの防止のための人権教育プログラム（Ｐ

ＴＡ研修会向け）を５本紹介します。「仲間づくり」「人間関係づくり」など様々なテーマで「参加

型」学習プログラムを掲載しています。また、人権教育課のホームページにも掲載しております。

＜人権教育課ホームページ：www.pref.tottori.lg.jp/jinkenkyouiku/＞ 

保護者としていじめを防ぐためにどう関わるか、一緒に考えてみてください。そして、学校、ＰＴ

Ａ等が一体となって、いじめの防止に向けた取組（学び）が進むことを期待します。 

 

 なお、来年度（平成３０年度）も本プログラム綴の周知と県内ＰＴＡ等への普及を図るために、本プ

ログラムを使った研修会の開催を希望されるＰＴＡには、進行役となるファシリテーターを無料で派遣

する事業を行う予定です。本プログラム綴の活用についての相談は人権教育課にお問い合わせください。

喜んで対応させていただきます。 
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【１】 

テーマ「人間関係づくり」 

タイトル「保護者としてどうする？」 

 

【学習のポイント】 

○いじめの未然防止や解決につなげていくために、保護者が出来ることを主体的に考えるとと

もに、日々実践しようという意欲を高める。 

 

【すすめ方（９０分）】 

流れ 分 主な活動 主な発問 留意点 

導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

１０ 

 

（４） 

 

 

 

（６） 

１ 本研修会のねらいや進め方の

説明をする。 

①ファシリテーター自己紹介 

②研修の目的、本日の流れの説明 

③話合いのルールの確認 

 

２ アイスブレイクをする。 

「ペア・コミュニケーション」 

①ルールの説明する。 

②ペアになり、話す役・聴く役を

決める。 

③お題をもとに自己紹介を含めて 

順番に話す／聴く。 

お題「子どもの頃に食べた給食で 

心に残っているメニューは何で 

すか？」 

 

 

■本研修会のねらいや進め方に

ついて説明します。 

 

■ルールの参加・尊重・守秘に

ついて説明します。 

 

■「話す役」は１分間お題につ

いて話します。 

 

■「聴く役」は相手の話をしっ

かり聴きます。 

 

■各班全体で同時に進めていき

たいので、時間はファシテータ

ーが計ります。途中で役割を交

代しないでください。 

 

 

◆レジュメに、研

修の目的、学習の

流れを記載する。 

◆ホワイトボー

ドに話合いのル

ールを書いて（貼

って）おく。 

◆あらかじめ、班

の数は均等（３の

倍数）になるよう

にし、事例を貼っ

た模造紙をグル

ープに配布して

おく。 

展開

１ 

１０ 

（３） 

 

 

 

 

 

（７） 

３ チェックシート「これってい

じめ？」について考える。 

①資料について個人で考える。 

 

 

 

 

②記入したことについてグループ

で話し合う。 

 

■一人ひとりの「いじめ」に対

する考え方、捉え方には違いが

あります。資料『これっていじ

め？』を読み、もしあなたがこ

のような場面に出会った時、ど

う考えるのかチェックしてみて

ください。 

■考えたことについてグループで

意見交換をしてみましょう。 

■次はみんなで１つの事例につ

いて考えてみましょう。 

◆資料「これって

いじめ？」を配布

する。 

－１－ 



展開

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４０ 

（２） 

 

 

 

 

（１５） 

 

 

 
 

（１５） 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（８） 

 

４ 事例「保護者としてどうす 

る？」について考える。 

①事例「保護者としてどうする？」

を貼った模造紙を配布し、ファシ

リテーターが読み上げる。（関係

図を前に掲示） 

②グループごとの立場（加害者、

被害者、傍観者の保護者）になり、

どのように行動するかグループで

話し合う。 

③グループで話し合ったことを発
表する。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④再度、事例についてグループで

考える。 

 

 
 
 
 
 
 
■それぞれの立場としてどのよ
うに行動するのかグループで話
し合いましょう。また話し合っ
たことは模造紙に書きましょ
う。 
 
■同じ立場の別のグループ、ま
た違う立場のグループではどの
ように考えたのでしょうか。グ
ループで話し合ったことを発表
しましょう。また発表されたこ
とは模造紙に記録（メモ）し、
他のグループで話し合われたこ
とがわかるようにしましょう。 
 

 

 
 
 
 
 
 
■違う立場ではもちろんのこ
と、同じ立場で考えたグループ
でも違う意見があったのではな
いでしょうか。発表を踏まえて、
事例についてもう一度グループ
で意見交換をしましょう。 
 

 
◆グループごと
の立場はあらか
じめ決定してお
く。 
 

 

◆模造紙に直接
書きこませる。 
 
 
 
 
◆設定時間に応
じて発表グルー
プを調整する。 

展開

３ 

２０ 

（１５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 

 

 

 

５ いじめの未然防止等に向けて

考える。 

①「いじめの未然防止や解決に向

けて大切にしたいこと（子どもと

保護者が一緒に出来ること）」に

ついて話し合う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②ギャラリー・ウォーク 

■ここまではいじめの対応につ
いて考えました。ここからはい
じめの未然防止について考えま
す。テーマ「いじめの未然防止
や解決に向けて大切にしたいこ
と」を考えていただきます。 

 

■いじめの未然防止や解決に向
けて、大切にしたいこと（子ど
もと保護者が一緒に出来るこ
と）について大切にしたいと思
うことを話し合いながら模造紙
に書きましょう。 

 

■他のグループで考えたことを
見て回りましょう。 

 

◆模造紙に直接
書きこませる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

◆ギャラリー・ウ
ォークで今後取
り組みたいこと
を決定させると
よい。 

※同じ立場の別のグループ、また違う立場のグループではどのように考えたのかを
情報交換（グループで半数ずつ）してもよい。 

【情報交換を行う場合のホワイトボード等への記入例】 
１.同じ立場の別グループへ（半数・５分）２.持ち帰り、グループ共有（２分） 
３.違う立場のグループへ（残り半数別々のグループへ・５分） 
４.持ち帰り、グループ共有（３分） 

－２－ 



ま 

と 

め 

１０ 

（５） 

 

 

６ まとめ 

 ※グループで話し合ったまとめ

をいくつか紹介する。 

※良い話合いが出来ていたこ

と、考えていただいたことを

行動にうつせば、いじめの未

然防止や解決に向かうことが

出来ることを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ ふりかえりシートの記入 

 

■いじめは重大な人権侵害であ

り、どんな理由があろうと、「い

じめられても仕方がない」人間

は一人もいません。 

■「SOS を出していいんだよ」

「相談していいんだよ」「一人

で抱え込んではいけないよ」と

いうことを絶えず伝え、話しや

すい環境や信頼関係を築いてお

くことが重要です。 

■いじめの未然防止も解決も家

庭・学校・地域が良好な関係を

つくり、日頃から子ども達の様

子をしっかりと見ておくことが

大切です。 

 

◆いじめている

子どもも傷を負

っているケース

も少なくない。な

ぜいじめに走っ

たか、どうすれば

やめられるか、い

じめている子ど

もに対しても共

感的に受け止め、

一緒に考える姿

勢を大切にした

い。 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（５） 

【事例】       「保護者としてどうする？」 

体が小さいことで同級生のＡ・Ｂにからかわれている小学校３年生のＣ。同級生のＤは、はじめは

まわりと一緒に笑っていたが、最近はこのままでいいのかとＣのことが気になり、そのことを夕食の

時に家族に話した。 

次の日、授業参観後の学級懇談会が終わってからのこと。担任は、ＡとＢがＣをからかっていると

ころ見たので注意したとＡの母親に話した。また、担任はＢ、Ｃの保護者にもこのことをそれぞれに

話した。 

その日の夜、Ｃは学校での出来事を思い切って自分から先に家族に話した。 

※加害者…A・B  被害者…C 傍観者…D 

関係図 

 

           連絡 

        連絡 

 

    連絡 

                                  相談 

                             どうしよう？ 

                    からかい 

                 

                  相談 

 

Ａ Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｄの家族 

担任 

Ｃの保護者 

 

Ｂの保護者 

Ａの母親 

 

 

Ｃの家族 

－３－ 



～模造紙記入例～ 

 

 

【チェックシート】     「これっていじめ？」 

○以下の場面は、いじめでしょうか？いじめではないでしょうか？ 

Ａ：特定の子どもの発言に対して「笑う」「ばかにする」言動が見られた 

いじめがある・いじめがない・分からない 

Ｂ：下校時に友だちのかばんを持っている 

いじめがある・いじめがない・分からない 

Ｃ：家で学校の様子について話さない 

いじめがある・いじめがない・分からない 

Ｄ「もしも私がいなくなったら」というような「もしも話」をする 

いじめがある・いじめがない・分からない 

Ｅ：自分ができることでも友だちに頼む 

いじめがある・いじめがない・分からない 

 

 

事例 

 

 

 

 

 

・○○者の保護者 

  ※同じ立場の他のグループの意見を記録 

・●●者の保護者 

※違う立場のグループの意見を記録 

・△△者の保護者 

  ※違う立場のグループの意見を記録 

 

「○○者の保護者」   

～記入例（加害者の保護者）～ 

・本人に話を聞きます。本当の話なら注意します。 

・「いじめ」という程でもないんじゃない？ 

・他の加害者のお家の方と話し合います。 

・被害者のお家の方に謝罪の電話をします。 

「いじめの未然防止等に向けて」 

～記入例～ 

・気になることがあったら相談する。 

・子どもの話をよく聞く。 

・学校行事に積極的に参加する。 

体が小さいことで同級生のＡ・Ｂにからかわれてい

る小学校３年生のＣ。同級生のＤは… 

－４－ 



【２】 
テーマ「仲間づくり」 

タイトル「いじめ『あなたはどう考えますか？』」 

 

【学習のポイント】 

○身近な事例を通して「いじめとは何か」を理解する。 

○いじめは、どんな理由があっても許されない行為であることを確認する。 

○いじめの問題が生じたときは、学校、家庭、地域が連携して対処することが重要であることを理解する。 

 

【キーワード】 

○「いじめ」しない・させない・見逃さない集団づくり 

○子どもたちの仲間づくりのための大人の関わり方と子どもたちの周りの大人の仲間づくり 

 

【すすめ方（９０分）】 

流れ 分 主 な 活 動 主 な 発 問 留 意 点 

導入 ５ 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１ 本研修会のねらいや進め

方の確認 

・話合いのルールについて確

認する。 

２ アイスブレイク 

・グループごとに自己紹介を

する。 

 

 

■本研修会のねらいや進め方につい

て説明する。 

・真面目な雑談 

・「参加・尊重・守秘」を確認 

■自己紹介をしましょう。 

・名前（愛称でもよい） 

・子どもの学年  

・自分がもらった忘れられないとっ

ておきの言葉 

◆事前にグループ編成を

行っておくと良い。 

◆「みつばちワクワクカ

フェ」についても簡単

に説明する。 

◆話す人、聞く人の様子

を見て回る。 

 
 
 
 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

（10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 学習の流れを確かめグル

ープでの作業 

・学習資料について、気にな

ることを洗い出す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■これから【学習資料】を読みます。

学習資料の内容で気になったとこ

ろはありませんか。 

・個人で考えて、気になった所に下 

線を引きましょう。（個人用の学習資料） 

・気になった理由を１枚の付箋に１

つずつ書きましょう。 

・グループになって順番に気になっ 

た部分に下線を引き、理由を説明 

しながら書いた付箋を学習資料の 

周りに貼りましょう。（模造紙①） 

・気になったところが重なっている 

場合も色を変えて下線を引いてく 

ださい。 

・同じような内容については、まと 

めておきましょう。 

◆個人用の「学習資料」

を配布する 

◆ファシリテーターが

「学習資料」を読む。 

 

 

 

◆Ａ３版「学習資料」

を中央に貼った模造

紙①を各グループに

配布する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

例 

学習資料 

模造紙① 

付箋 

－５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８） 

 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

・他のグループに意見を聞い

てみたい「問い」を１つ立

てる。 

 

 

 

 

・みつばちワクワクカフェの

方法や役割を確認する。 

 

■他のグループに聞いてみたいこと 

を考えましょう。 

 ※合意形成を図り、問いを立てる 

・グループで出された意見を踏まえ 

て、他のグループに意見を聞いて 

みたいことを１つだけ模造紙②に 

書きましょう。 

■（活動の流れを確認しながら）他 

のグループに出かけるみつばち役 

の順番を決めましょう。 

 

◆模造紙②を各グルー

プに配布する。 

◆模造紙②の中央にグ

ループで考えた問い

を書き、円形に囲む。 

◆問いを立てる際に、

グループの意見とし

て採用されないもの

もあるが、すべて大

切な意見であること

を伝える。 

展開２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

 

 

１１ 

 

９ 

 

９ 

 

 

 

４ みつばちワクワクカフェ 

  

 

 

 

 

 

 

 

第１セット 

・みつばちとして飛んできた

人の問いに対して、意見を

出す。 

 

 

 

 

 

 

・みつばちは自グループに持

ち帰り、意見を共有する。 

 

５ みつばちワクワクカフェ 

 第２セット（１０分＋１分） 

６ みつばちワクワクカフェ 

 第３セット（８分＋１分） 

７ みつばちワクワクカフェ 

 第４セット（８分＋１分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■みつばちワクワクカフェ、第１セ 

ットをしましょう。 

・みつばち役は模造紙を持って他の

グループに出かけましょう。模造

紙の問いに対して意見をもらい、

問いの周りに出てきた意見を書き

込んでもらいましょう。時間にな

ったら、書き込んだ意見を１枚の

花びらになるように囲みましょ

う。 

・みつばちは自分のグループに戻っ 

て、もらった意見を共有しましょ 

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆活動の流れと成果物

の例を提示する。 

◆模造紙②の花びらは、

事前に書いておいて

もよい。 

 

 

 

 

◆みつばちの負担にな

らないように、他グ

ループのメンバーが

模造紙に意見を書き

込む。 

 

 

 

 

 

◆みつばち役は短時間

で情報共有ができる

ように努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・みつばち役を交代しながら繰り返す 

・意見の出具合を見ながら、時間を調整する 

【活動の流れ】 

① みつばち役になる順番を決める 

② みつばち役はワークシートを持って他のグループに移動し問いを説明し、

話合いで出された意見をワークシートの余白に書き込んでもらう 

③ みつばち役がグループに戻り、もらった意見を報告する 

④ みつばち役を交代し②③を繰り返す 

（グループ数・進行具合に応じてセット数を決める） 

⑤ 終了後、他のグループのワークシートを見てまわり、なるほどと思う意見

に「いいねシール」を貼る 

問いの例： 
「人の嫌がることをした
らいじめられても仕方が
ないのでしょうか」 

－６－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ ギャラリーウォーク 

・他のグループを見て回る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ギャラリーウォークをしましょう。 

・他のグループの問いや問いに対す 

る意見を見て回りましょう。 

・「なるほど」と思う意見には、「い 

いねシール」を貼りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆シールを配布する。 

（１人３～５枚） 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

１１ ９ ファシリテーターのまとめ 

・参考資料の紹介 

資料１ 

人権侵犯に関するデータ 

資料２ 

いじめの定義について 

  

 

 

 

 

・「いじめ」をしない、させ

ない、見逃さないために 

 

 

 

 

 

 

10 アンケートの記入をす

る。 

 

■最後に今日の研修のまとめをします。 

・日本における人権侵犯事件（新規） 

は年間約２万件発生している。そ 

のうち、学校におけるいじめ事案 

は２０％弱。６年連続して３千件 

を超えており，依然として憂慮す 

べき状況である。 

・いじめの定義については、いくつ 

かの変遷がある。いじめ防止対策 

推進法の施行に伴い、平成２５年 

度より現在の定義となっている。 

・いじめは、どんな理由があっても

許される行為ではない。 

・いじめは人権侵害であり、犯罪で

ある。 

・いじめの問題が生じたときは、そ

の程度や軽重に関わらず、学校、

家庭、地域が連携して対処するこ

とが重要である。 

◆参考資料として、 

資料１、資料２を配

布する。 

◆時間、参加者の反応

を見ながら資料の紹

介をする。 

◆グループの誰かが、

自分の感想を発表し

てもよい。 

 

 

◆いじめを許さない集

団づくりに向けて、

保護者の意識向上と

行動化を促すような

声掛けを行う。 

 

〔参考資料〕 

資料１：平成２８年における「人権侵犯事件」の状況について＜概要＞（法務省） 

資料２：いじめの問題に対する施策より（文部科学省） 

 

・話合いで出された意見を書き込んでいく 

・話合いが終わったら、自グループの名を書き、 

 花びら状に囲む 

・最終セットが終わった時に、花が完成するよう

にする。 

例 

Cグループ 

 

 Dグループ 

Aグループ 

 

Bグループ 

グループで

作った問い 

模造紙② 

－７－ 



【学習資料】 

 

 

【事例】 

 

学校であった“いじめ”について、先日、保護者の話合いがありました。 

欠席者が多く、発言したのはいつもの一部の保護者でした。 

発言の概要は 

 

Ａさん「こんなに大げさに言っているが、そもそも今回の件は＜いじめ＞じゃないよね？    

少し、みんなで＜ふざけた＞だけのように思える」 

 

Ｂさん「『いじめられた子が人の嫌がる事をしなければ、誰も避けたり仲間外れにしたり     

しないよ』とうちの子がいっていました。 でも、なんかすっきりしません」 

 

Ｃさん「何もないのに、だれも＜いじめ＞はしない。いじめられた子にも、何か問題や      

原因があったのではないですか」 

  

Ｄさん「いじめを受けた生徒の気持ちを考える事が大事だと思う」 

   

Ｅさん「いじめた子といじめられた子の親同士で考えてもらったら？私たちには、関係ないし

……」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８－ 



資料１：平成２８年における「人権侵犯事件」の状況について＜概要＞（法務省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－９－ 



資料２：いじめの問題に対する施策より（文部科学省） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１０－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１－ 



 【３】 
テーマ「人間関係」 

タイトル「かけがえのないあなたたちへ（その３）」 
 

【学習のポイント】 

○ いじめの加害者側の保護者として主体的に考え、いじめ抑止や解決への行動につなげる意識を高 

めるとともに、傍観者的立場であっても、また、被害者側や加害者側の当事者的立場であっても、 

子どもと保護者の関係のみならず、地域で話し合える人間関係や信頼関係が、いじめの抑止や問題 

の早期解決につながっていくことの理解を深める。 

 

【すすめ方（８０分）】 

流 れ 分 主な活動 主な発問 留意点 
 

導 入 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
10 

 
(5) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１.本研修会のねらいや進め方
の説明をする。 

①ファシリテーター自己紹介 
 
②研修の目的、本日の流れの説明 
 
③話合いのルールの確認 
 
④グループ内で簡単に自己紹介 
 
 
 
２.アイスブレイクをする。 
 
「ウルトラジャンケン」 

①ウルトラジャンケンをす
る。  

ルールの確認  
②ルールは、普通のジャン

ケンと同じだがそれぞれ
にポーズがある。             
両手をグーにして、胸の
前でクロスをしているポ
ーズ。  
両手をチョキにして、お
でこの前でビームを出す
ようなポーズ。  
両手をパーにして、片方
の手を、もう片方のひじ
にくっつける。ちょうど、
腕で直角を作るようなポ
ーズ。  

③ウルトラジャンケンのか
け声は、『ビーム、シュワ
ッチ』。  

④ジャンケンして、グルー
プで勝利者を決める。  

 
■本研修会のねらいや進め方につい
て説明します。 

 
 
 
 
■ルールの「参加」「尊重」「守秘」

について説明します。 
 
 
 
 
 
 
■これから、「ウルトラジャ
ンケン」をします。  

 
■ルールを説明します。  
 
 
■ポーズは、手だけではなく、
全身を使ってください。  

 
■かけ声は『ビーム、シュワ
ッチ』です。  

 
（見本を見せる。）  

 

 
◆４人グループ
型の座席にし
ておく。 

 
 
 
◆ホワイトボー
ドなどに話合
いのルールを
書いて（貼っ
て）おく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆一度、全員で
進行役とジャ
ンケンしてみ
る。 

－１２－ 



展 開 １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

 

(5) 

 

 

 

(5) 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 

 

 

 

 

 

 

(5) 

 

 

 

 

 

(10) 

 

 

 

 

 

３.「この子がねぇ～」を使っ 

て話合いをする。 

①事例シート「この子がねぇ～」 

を、ファシリテーターが読み上 

げる。 

 

②はじめに、いじめの加害者Ｃ君

の保護者として、やりがちで「や

っちゃいけない行動」を、桃色

の付箋に書きとめる。 

 

 

 

 

③模造紙の上側に「保護者」と書

いて、線で囲む。 

 

④各自が考えた「やっちゃいけな

い行動」を、模造紙に貼り付け

る。 

 

 

⑤次に、「やっちゃいけない行動」

をふまえながら、保護者が「と

るべき行動」を、黄色の付箋に

書きとめる。 

 

 

 

⑥各自が考えた「とるべき行動」

を、模造紙の「やっちゃいけな

い行動」を書いた桃色の付箋の

下に貼り付ける。 

 

 

⑦グループで話し合い、「とるべ

き行動」は、誰に対するものな

のか、矢印で示す。（模造紙に

「対象者」を書いて、線で囲む。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

■個人作業です。いじめの加害者Ｃ

君の保護者が、やりがちなんだけ

ど「やってはいけない行動」を、

考えてみましょう。各自が思いつ

くいくつかの行動を、桃色の付箋

に書きましょう。（１枚の付箋に

１つの行動） 

 

■模造紙の上側に「保護者」と書い

て、線で囲みましょう。 

 

■グループで話し合いながら、各自

が付箋に書いた「やってはいけな

い行動」を、保護者の下に、並べ

て貼り付けましょう。 

 

■個人作業です。「やってはいけな

い行動」をふまえながら、保護者

が「とるべき行動」を、考

えましょう。各自が思いつく行動

を、黄色の付箋に書きましょう。

(１枚の付箋に１つの行動） 

 

■グループで話し合いながら、各自

が考えて黄色の付箋に書いた「と

るべき行動」を「やってはいけ

ない行動」を書いた桃色の付箋の

下に、貼り付けましょう。 

 

■グループで話し合いながら、「と

るべき行動」は、誰に対するもの

なのか、模造紙に、とるべき行動

の「対象者」を書いて、線で囲み、

矢印で示しましょう。 

 

◆ファシリテー

ターや参加者

で役割を決

め、朗読劇を

することもで

きる。 

 

◆グループ用に

事前配布 

･模造紙１枚 

･付箋２色適宜

（桃・黄など） 

･マジック１本 

  ･シール適宜 

 

 

 

◆重複する内容

があれば付箋

をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆重複する内容

があれば付箋

をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 開 ２ 5 

(5) 

４．留守宅ウォークをする。 

①他のグループに出向き、良いな

と思う「とるべき行動」にシー

ルを貼っていく。 

■他のグループの留守宅にお邪魔

し、良いなと思う「とるべき行動」

に、気兼ねなくシールを貼りまし

ょう。 

◆シールが足り

なければ○印を

書かいて表現さ

せる。 

－１３－ 



展 開 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．最良と思える「とるべき行動」

についてグループで話し合う。 

①他のグループが留守中に貼った

シールも参考に、最良と思える

「とるべき行動」についてグル

ープで話し合い、複数あれば順

位をつける。 

 

 

 

 

 

 

 

②各グループの最良と思える 

「とるべき行動」を発表す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■グループで話し合います。他のグ

ループが留守中に貼って行ったシ

ールも参考にして、最良と思える

「とるべき行動」を考えてくださ

い。複数あれば順位を付けてくだ

さい。 

 

■後で、いくつかのグループに発表

していただきます。発表者は「ウ

ルトラジャンケン」の勝者にお願

いします。 

 

■各グループで話し合った最良の

「とるべき行動」について、発表

していただきます。発表者は挙手

をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆矢印の上に①

②と、「とる

べき行動」の

順番ではな

く良いと思

う順位。 

 

◆意見交換の活

発なグループ

をチェックし

ておく。 

 

◆手の上がった

いくつかのグ

ループに発表

してもらう。 

（挙手が無い

場合、チェッ

クしていたグ

ループを指名

する。） 

 

ま と め 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

(5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 

６.ファシリテーターがまとめ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．ふりかえりシートに記入す

る。 

■平成２５年度に公布された「いじ

め防止対策推進法」を踏まえてま

とめをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■最後に、本日の学習を振り返って

いただき、終わりとしたいと思い

ます。 

 

 

(80分) 

 

■加害者の保護者は、冷静に子どもと話し合い、注意深く、存在するいじめの事実確認をすること

が大事です。また、状況により「うちの子は悪くない」と思うかもしれませんが、暴力をふるっ

た事実を受け止め、キチンと被害者の子どもや保護者に謝ることも大事なことです。 

さらに、加害者である子どもに、被害者の子どもの気持ちを察したり自分を振り返らせたりし、

責任行為や思いやりを説諭することで、「本当に悪いことをした」という深い反省と「二度とし

ない」という再発防止の決意をさせなければなりません。そして、子どもが加害者になってしま

った場合、家庭を振り返り、これまでの子どもへの接し方など反省するところは改善をするとい

った保護者自身の努力も大事です。 

 

■加害者側、被害者側の当事者的立場や傍観者的立場であっても、いじめを子ども同士とか当事者

家庭の問題と捉えず、クラスや学校、地域の問題として捉え、より良い人間関係や信頼関係を築

いていくことが、いじめの抑止や解決に立ち向かう行動力となることを理解しましょう。 

－１４－ 



【学習資料】 

 

 

「この子がねぇ～」 
 

携帯電話の呼び出し音（ナレ）：｢ピッピピ・ピッピピ･･･（繰り返し）」 

Ｃ君の母：「あら電話だわ。忙しいのに誰かしら？」 

「シモシモ、あらＡ子さん(Ａちゃんの母）お久し振りね。お元気だった？」 

Ａちゃんの母：「今晩はＣ子さん(Ｃ君の母）。ご無沙汰です。今、お店大丈夫？｣ 

Ｃ君の母：「･･･大丈夫よ。今、暇だから。何？｣ 

Ａちゃんの母：「気を悪くしないでね。実はこないだね、うちのＡがＦちゃんと学校の

帰り、おたくのＣ君とＤ君とＥ君の３人でＢ君を田んぼに落としているのを見た

って言うの。また別の日にも叩いたり蹴ったりしているところも･･･おたくのＣ君

のことだけに心配になって･･･どうしようか迷ったんだけど、思いきってＣ子さん

に電話したの･･･ごめんね。｣ 

Ｃ君の母：「え！うちのＣが、Ｂ君を田んぼに落としたり、叩いたり蹴ったりしてるっ

てこと、それもＤ君とＥ君と３人で？ほんとに？それじゃあまるで「いじめ」じ

ゃないの。そんな子に育てた覚えはないんだけどなぁ。でも、Ａ子さん、よく知

らせてくれたわ、ほんとにありがとうね。｣ 

ナレ：お店が一段落したＣ君の母は、用意しておいた夕食をテレビを見ながら食べてい

るＣ君に声をかけました。 

母：「今日は遅かったなぁ、宿題は終わったん？」 

Ｃ：「まだ･･･。後でやるって～。それに母さん、明日休みだよ。｣ 

母：「休みって言っても、朝早くからスポ少だが。ごはん食べたら風呂入って、宿題 

して寝ないけんで。」 

Ｃ：「は～い。」 

ナレ：Ｃ君の母は、Ａちゃんのお母さんからの電話内容について、Ｃ君に確かめようと

思っていましたが、いつもと変わらない笑顔のＣ君に聞くことができませんでし

た。 

お店が終わった後、事の次第を夫に話しました。 

父：「ほんとうにうちのＣが？子ども同士の悪ふざけじゃないんか。でも、３対１は 

良くないけどな。」 

母：「まだ、Ｃにも確かめてないけど、Ａ子さんの話の様子ではＢ君をいじめているグ

ループの中にＣもいるみたい。もしＢ君にケガでもさせていたらと思うと…何だ

か心配だわ。」 

父：「Ｃは人にケガをさせるような子じゃないけど…。子ども同士のことだから親が 

騒がなくても大丈夫だろう。」 

ナレ：夜遅く、枕元にユニホームを置いて、ぐっすりと寝ているＣ君のあどけない顔を

見ながら、Ｃ君の母は思わずつぶやきました。 

母：「この子がねぇ～」 

 

 

－１５－ 
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【４】 

テーマ「本音が言える環境づくり」 

タイトル「あなたは何キャラ？ ～いじり
．
といじめ

．
を考える～」 

 

【学習のポイント】 

○いじめのとらえ方は人によって様々だが、“○○ごっこいじめ”の現実からいじめ未然防止につ

ながることを考える。対話を通して、いじめに発展しそうな言葉や行動に気づき、子どもの本

音に寄り添いながら、いじめを見逃さない意識や行動について理解を深める。 

 

【すすめ方（８０分）】 

流れ 分 主な活動 主な発問 留意点 

導入 ４ 

 

 

 

 

６ 

１ 活動のねらい、話合いのル

ールを確認 

・ファシリテーターも自己紹介

する。 

 

２ アイスブレイク 

 ○○キャラで自己紹介 

（子どもの学年も交えて自己

紹介しましょう。） 

 

■「まじめなおしゃべり」 

■お互いの経験や体験を

出し合い、会話で理解を

深めていく活動です。 

 

■小学生の時、あなたは

何キャラでしたか？付せ

んにニックネームを書い

て図に貼りましょう。 

◆「参加・尊重・守秘」

を掲示しておく。 

◆席は４～５人グループ 

 

 

◆自己紹介シート（Ａ３） 

提示 

◆呼んでほしい名前を記

入する付せんを配る。 

 

 

展開１ 

 

 

 

 

 

展開２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

７ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

３ イラストの場面について

感想を出し合う。 

 

４ グループの中で出たつぶ

やきを黒ペンで書き、吹きだ

しで囲む。 

 

５ エスカレートしていく状

況を説明する。 

 

 

 

 

 

６ 状況を把握した後でどの

子がどんな言葉や行動にな

るのか、それぞれの心の動き

を想像する。 

・経験をもとに、さまざまな「気 

 

 

■あるクラスの休けい時

間の様子です。日頃どの

ような状況か想像してみ

ましょう。 

 

 

 

■実は、こんな状況です。

グループで『プロレスご

っこ』を読んで共有しま

しょう。 

 

 

 

気持ちやセリフ（心の動

き）を赤ペンで書いて、

くも型の吹きだしで囲み

ましょう。 

■自身の体験や子どもと

 

 

◆場面イラスト①（Ａ２）

を貼った模造紙を配る。 

◆ファシリ用のイラスト

（Ａ３）を掲示しておく。 

◆黒ペン 

 

 

◆場面説明『プロレスご

っこ』（Ａ３版）を配る。 

◆場面イラスト②（廊下

に先生と児童の絵）を追

加する。 

 

 

◆赤ペン 

◆ユウタ、タケシ、周り

の子は何を感じ始めるの

か。 

 

例：次は算数か･･ 

状況がわかる様につぶやきを黒ペンで書いて、吹きだしで囲む 

エスカレートして状況が変わってきた時、それぞれの心の動きを書く 

例：いつまで

続くの？ 

－１７－ 



 

 

 

 

 

 

 

展開３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

持ち」を出し合ったことを確

認する。 

 

 

 

 

 

７ 日常生活を振り返り、具体

的な声がけや行動を紹介し

合う。 

・家庭で「やっていること」を

青ペンで書いて、四角で囲

む。 

・事例を紹介する。 

例：手書きの「おかえり」

貼り紙 

 

８ ギャラリーウォーク 

 

の関わりがあるからこそ

本音の気持ちが出ました

ね。 

 

 

 

 

■子どもが安心して本音

が言える環境のために、日

頃家庭でやっている具体

的なこと（声かけや行動）

を、模造紙の空いたところ

に青ペンで書いて、四角で

囲んでみましょう。 

■子どもがホッとする身

近なエピソード紹介 

 

■他のグループを見て、共

感するものや参考にした

いところ【青字】に共感シ

ールを貼りましょう。 

 

 

◆「○○キャラだから～」

「本音は～」といった視

点からも考えてみるよう

に促す。 

 

 

 

◆展開２までの活動をま

とめる。 

◆青ペン 

 

 

 

◆おかえりチラシを掲示 

「おかえりと 家に帰る

と 書いてある チラシ

のうらでも うれしい

よ」（小４男子 短歌） 

◆シールを配る。 

（１人３枚） 

 

 

まとめ 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 子どもが安心して本音を

語れるため明日から出来そ

うなことを考える 

 

 

 

 

１０ ファシリテーターが各

グループのまとめを紹介 

１１ まとめ 

 ・活動で印象に残った意見な

どを紹介するのもよい。 

 

 

 

■模造紙に貼られた共感

シールや今日の活動を振

り返ります。 

■子どもの本音に寄り添い

たいという気持ちを込めた

「明日から出来そうなこと」

をグループで考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆模造紙の上辺に青ペン

大きな字で書く。 

 

◆ギャラリーウォークで

仕入れた意見も参考に 

 

 

 

 

◆資料を配る。 

 

例：クラスの友だちの名前 

を覚える！ 

■いじめの未然防止を考えるプログラムでした。傍観者（周囲の人）の

少しの気づきと行動が、いじめをさせない人間関係につながります。 

■どんな本音（良いこと、悪いこと、困ったこと、無関心、揺れている

気持ち…）でも受け止めたいと思う大人の気持ちを、言葉や行動で子

どもに伝えていきたいと思います。 

子どもたちが安心して本音が言えるような環境をどのようにつくっているのか 

 

これまでの活動を通して「明日から出来そうなこと」を考える。 

 

－１８－ 



【自己紹介シート】（Ａ３版に拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自己紹介シート】（Ａ３版に拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１９－ 



【場面イラスト①】（Ａ２版に拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２０－ 



【場面イラスト②】（Ａ２版に拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【場面説明】「プロレスごっこ」（Ａ３版に拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロレス好きのタケシ君が、クラスのユウタ君を誘ってプロレスごっ

こをするようになりました。 

遊んでいるうちにお互い熱くなって、むきになってしまいました。弱

いと思っていたユウタ君が予想以上に強かったので、タケシ君は他の友

達に命じて、２対１や３対１でユウタ君とプロレスごっこをするように

なりました。ユウタ君が笑いながら「エヘヘ！参った。降参。」と言っ

てもやめてくれません。周りの級友も笑って見ています。 

ある児童が担任に、いじめがあると伝えました。担任がタケシ君やユ

ウタ君に確認すると、二人ともふざけていただけだと答えました。担任

は特に指導することもなく、プロレスごっこは今日も続いています。 
 

－２１－ 



－２２－ 

 

【５】 

テーマ「大人（地域）の在り方を考える」  

タイトル「いじめられる子にも問題があるの？」  

 

【学習のポイント】 

 ○いじめる子がいなければ、いじめは存在しない。どんな理由があっても、絶対にいじめに向かわ 

ない子を育てるために、大切なことは何かを考える。 

 

【キーワード】 

 ○子どもの居場所、自尊感情、社会的支援  

 

【すすめ方（８５分）】 

流れ 分 主 な 活 動 主 な 発 問 留 意 点 

導 入  ５ 

  

 

 

 

 

５ 

１ 本研修会のねらい

や進め方の説明をす

る 

・話合いのルール確認 

（参加・協力・守秘） 

 

２ アイスブレイクを

する 

 

■「まじめなおしゃべり」という感覚で、

肩の力を抜いて参加してください。（全体

の前で意見発表する場面はありません。） 

参加：進んで参加、パスもＯＫ 

協力：みんなで協力、答えを導き出す 

守秘：出てきた個人情報、置いて帰る 

■立ち上がって体を使うレクリエーション

をしましょう。（姿勢を正したり、ストレ

ッチングしたりするだけでもＯＫ） 

・子どもの好きなおかず、元気になる食べ

物等を出し合いながら自己紹介タイム 

■今日は、発表の場はありませんので、安

心して参加してください。 

◆ファシリテーター

は自己紹介する。 

 

◆「参加・協力・守秘」

を板書しておく。 

 

◆いきなりペアで体

の接触があるレク

リエーションは避

ける。 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開２ 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

３ どんな子が“いじ

める子”になりやす

いか考える 

（いじめっ子の特徴

をつくり出す背景に

ついて考える） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

４ いじめに向かわせ

ないためにできるこ

■今日の学習では、子どもたちをいじめに

向かわせている背景を考えることを通し

て、いじめをしない親子の在り方や社会

の在り方について一緒に考えていきたい

と思います。 

■まず、模造紙の真ん中に「いじめる子」

と書き、そこから展開例のように枝をだ

し、いじめる子の特徴（性格等）を順番

に書きましょう。 

■次に、その特徴（性格等）をつくり出し

ている背景にはどのようなことが考えら

れるか、書かれている特徴（性格等）か

ら枝を延ばして書きましょう。 

■さらに、その背景をつくり出している要

因はないか考え、あればそこから枝を延

ばして、その内容を書きましょう。 

■関連があると思われる内容を線でつなぎ

ましょう。 

◆枝がなかなか延びないグループは、他の

グループの邪魔にならないように偵察に

いっても構いません。 

 （時間を決めて偵察タイムを設ける。） 

 

■様々な要因が子どもをいじめに向かわせ

ているのではないかということが考えら

◆模造紙の使い方に

ついて展開例を示

しながら説明して

いく。 

 

◆黒マジックを全員

が持ち記入する。 

◆会話をしながら思

いつくものから記

入するよう助言す

る。 

◆考えた内容は単語

でも文章でもよい

ことを助言する。 

◆出にくい班には、一

例を出す。 

◆いじめの原因は家

庭に問題があると

限定的にならない

よう、社会的な背景

に目を向けるよう

に助言する。 

◆日常生活と結びつ

けて考えるよう助



－２３－ 

 

 

 

とについて考える 

※模造紙のあいてい

る箇所に記入 

   

れます。 

■では、個人で、家庭で、社会全体で取り

組めそうなことを自由に話し合い、空い

ている箇所に（赤マジックで）書き、四

角で囲みましょう。 

 

言する。 

◆ファシリテーター

は、話合いの内容を

把握しておく。 

◆会話をしながら記

入するよう助言す

る。 

まとめ １０ 

 

 

 

５ 

 

 

１０ 

５ ギャラリーウォー

クをする 

 

 

６ 元のグループに戻

って話し合う  

 

７ ファシリテーター

のまとめ 

■他のグループの活動の成果を見て回りま

しょう。 

■「共感した」考えにはシールを貼りまし

ょう。 

■この活動を通して気付いたことを話し合

いましょう。 

 

■自分の子どもに、「いじめは人権侵害だ」

ということを伝えたいと思います。 

■絶対にいじめに向かわない子を育てる為

に、大切なことを皆さんで共有したいと

思います。 

 

 

 

■最後に、資料を読みます。家庭で、今日

の研修について話をしてもらえたらと思

います。 

 

◆「共感シール」等配

付する。 

 

 

◆まとめる必要のな

いことを確認する。 

 

◆ファシリテーター

の経験も交えなが

らまとめを行う。 

◆発表の場を持たな

いので、ファシリテ

ーターは、各班の意

見を積極的に聞き、

あとで紹介する。 

◆資料を配布する。 

 

展開例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめっ子 

自分が一番でない

と気が済まない 

自尊感情が

低い 

過去にいじめ

られた経験 

ストレスの

はけ口 

親のプレッシ

ャーが強い 

学歴重視 

ＤＶ 

いじめ 

他者との比較 

群れたがる 

経済格差 

個人・家庭・社会全体でできること 

○       ○       ○ 

少子化・核家族 

過保護 

情報化社会 

競争社会 

異質性を排除 

※資料については、子どもに対する偏

見や差別をなくす取組の参考にな

るものが望ましい。 

参考：東京電力福島第一原子力発電所

事故により避難している福島県

民に対する偏見や差別、とりわけ

県外に避難している子どもたち

に対する偏見や差別をなくすよ

う十分な施策を求める会長声明 
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